特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース11年12月15日３８６号
京都環境フエスティバル　前日準備に14名　10日は17名　11日は14名の皆さんの応援で（昨年は三日間で18人）大成功

○　大村さんの水墨画への評価が多くあった。　　○　活動協力金の大根販売　二日とも完売　二日目にも買い求めに来る人、数人あり　本当に美味しかった。　　○　松かさツリーに挑戦する人、綿菓子への興味しんしんで手許がずいぶんおろそかになる人あり。
○　里山の会の活動説明に力を入れたが、展示物に興味を示す人少なかった。　　○　全体に来所者が少なく、年々盛り上がりなくなっている。　　○　企業の展示、新製品の売り込みが主体の様相を呈している。　　○　地域で地道に活動する団体の参加が大変減少してワイワイがやがやが無い。　　○　祭というより企業の展示会だ。　　○　なんでも貰うものという印象が強く、買って、協力する姿勢が全くなくなっている。主客転倒。　　○　展示物への関心を示す人が少なく、クラフトが中心、1年間の地道な取り組み発表にはなりずらい。　　○　協力金を提供いただいた方々は総勢700人以上に、自分で作る綿菓子は270人を超え、野菜は300人近くの人々に提供できた。　　○　入会承諾者が1名あった。　　○　綿菓子は突然出展することになり、急遽対処。通行人に綿菓子が付着しては困るので包装袋を検討して欲しいと事務局の指導があって、大村さん森さんが頭を絞って手作り絵をポイントした包紙を作成、素晴らしい手作り製品が出来あがり、人気を得た。京田辺市民文化祭の初体験が随所に生かされ、大人気商品となった。　　○　大根を中心とした野菜販売は、開店前の評判では、たちまち売り切れになること疑いなしなどという人が多かった。しかし午前中は売れず心配しなければならない状況だった。午後から何とか売れ出し、閉店直前に30本が瞬く間に売れた。ほっと安心した。あわてて明日の野菜採取のために里山農園に戻っていた徳田・森島さんに完売の電話を入れ、対応して戴いた。11日の早朝7時から朝ぼり大根、朝採り野菜として寒い中水洗いをしてもらった。農家が収入を得る苦労を身をもって知った。本当に御苦労さまでした。
○　展示物は　・里山の会スローガン　・里山の会11年度活動方針　・27種の木津川の希少植物　・レンリソウ写真　・フンバラソウ写真　・防賀川ワークショップ報告　　・里山農園農業塾　　・普賢寺は京田辺市の宝　　・希少植物の写真を　13ｍのボード一杯に張り出した。　机には、京都府植物誌目録ノートや目録ノートの資料原本5冊セット　木津川の花暦　会誌31号を並べ実績を並べました。
河川レンジャーの展示では、木津川を中心にした。これらの出展内容の多くの箇所で里山の会が協力させていただいたものが展示されていた。充実したものとなっていた。河床低下問題　水質調査結果　川の構造物の影響、木津川の今昔が大型パネルで示すなどこれまでにない迫力あるものとなっていた。プレゼンテーションでは木津川部会の子ども達が川で感じたことを元気に発表、レンジャー活動を福井さん、植物から見た木津川を山村が発表した。
里山の会忘年会22日　パソコン教室の終了後　事務所で開きます。参加費2000円　女性大歓迎です。食べ物は播川さんをチーフに近藤　藤田さん等男性6名が腕をふるっていただきます。みなさんお楽しみにして下さい。ご参加の方は電話で申し込みを（21日まで）歓迎
植物部会　木津川の植物明示杭の打ち込み　23日24日　10時から実施　事務所にご集合ください。　83か所を右岸左岸に分れて実施します。かなりの作業量となります。多くの皆さんの応援をお待ちしています。
14日　大型の自走敷き草刈り機の試運転を里山農園で実施しました。なかなかの馬力があり、楽しい作業ができそうだとの印象でした。ところが力のかかり具合が悪くなって、主軸のピンが折れてしまうアクシデントが発生、大きなトラブルとなりました。しかしそこは別の説明業者さんが来ていただいていたので、難なく修理して戴き無事に納めることができました。
やはり自走式の動力機の素晴らしさを改めて認識しました。農業塾でも尽力による溝掘りで大変苦労していますが、難なくできる農業機械があります。きっと役に立ちますよとの説明にずいぶん納得しました。これからますます体力低下が心配される時、どうしても機械に頼らざるを得なくなってきますね。かなり高額なものですが、威力万点、ずいぶん省力化ができると思います。

里山農園・農業塾の今後のあり方について相談会の開催　18日　午前10時里山の会事務所
今年皆さんの協力で里山農園農業熟が大きな成果を収め猪防御柵の設置、水切溝の構築と着々と整備が進み、軽トラックなどが通れる通路も出来上がりました。そして現在拡張のために放棄地の整備が少しずつ進んでいます。ミズナや大根チンゲンサイなどの栽培も出来て収入も見込まれる状況に進展しています。折角ここまで開拓してきた施設をどのように活用していくのか、これについて多くの皆さんのご意見をいただき、次期の作付け計画を含めて検討する場を準備しました。係わっていただいたみなさん、又これから参加してみようと考えておられる皆さんのご参集をお待ちしています。
里山の会2011年10大ニュースの選定にあなたもご参加ください。

前号で里山の会活動ニュース30項目をお届しました。このうちからベスト10を来週の事務局会で選びます。会員の皆さんの投票をお待ちしています。　FAX、メール、ハガキ、手紙、などいろんな方法で連絡ください。ここに上がっていないものでもご推薦下さい。一年を振り返る良い機会としてご参加をお待ちしています。　当日午前9時30分に到着しているものを採用させていただきます。
里山の会　会員数　230名に到達　　250人会員へ20人
府環境フエスタで1名のご入会をいただき、230名の会員にやっと到達しました。発足して15年を経過して230人の峰に到達しました。かなり前に240名の記録がありますが、これは名簿が確実に整理されていない頃で不正確です。今回は確実に事務処理が進み格段の進歩を遂げて正確な到達です。これは現深田理事長が理事長就任以前から2年間にわたって過去の資料を丹念に整理をしていただきました。
さあ皆さん「夢の250人会員」「念願の250人会員」実現が目前に迫ってきました。ご友人知人あらゆる皆さんに里山の会入会をお勧め下さい。もう少しで250人会員が手の届くところに来ているのです。250人会員実現させられるかどうか、その瞬間がそこにに来ているのです。2010年度にも2011年度にもかなり以前の総会でも250人を目標に掲げてきましたが、やっとのここまで前進してきて、引き返すことは出来ません。後もう少しで何んとなかるのです。皆さんのご協力を切に切にお願いいたします。
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

